予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：畜産業費　　目：畜産振興費　　　
	事業名: 畜産協会等事業推進費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養豚・養鶏係　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp 

	事業費


　要求額：8,383千円（前年度予算額：8,383千円）
	要求内容


	１　要求内容


畜産経営の健全な発展及び県民に安全な畜産物を安定的に供給するため、社団法人岐阜県畜産協会が県行政の補完する畜産振興及び経営指導を行う中核団体として、畜産農家及び畜産関係団体を対象に実施する以下の事業等に対して助成する。
　１）畜産コンサルタント事業

　　　　　 畜産農家の畜産経営及び技術支援を実施する畜産コンサルタント団の設置及び市

町村、農協等の畜産技術者を対象にした経営指導研修会等の開催

　２）家畜登録事業

　　　家畜改良に欠くことの出来ない家畜登録及び家畜改良増殖の推進を目的に家畜登

録のための個別指導の実施や家畜登録研修会及び家畜改良協議会を開催

　３）畜産展示会等事業

　　　先進的技術の普及推進を目的に岐阜県畜産共進会の開催

　４）畜産振興計画推進事業

　　　畜産振興計画の推進及び新しい畜産経営技術の普及を目的に推進協議会及び畜産

経営技術のスキルアップを図るためのセミナーの開催

５）家畜・家禽及び畜産物流通対策事業

　　県内畜産物流通の活性化を目的に畜産物価格等情報の農家への提供や県内産畜産

物のＰＲの実施

　６）総括事務費

７）地域畜産振興事業

　　　地域畜産振興会が行う畜産経営指導や地域共励会開催、生産者育成に要する経費

に対して畜産協会が助成を実施

　８）獣医技術開発事業

　　　岐阜県獣医師会が行う家畜衛生管理獣医師研修会開催に要する経費に対して畜産

協会が助成を実施

　９）家畜人工授精技術開発事業

　　　岐阜県家畜人工授精師協会が行う家畜人工授精技術研修会開催に要する経費に対

して畜産協会が助成を実施
	２　所要経費


（単位：千円）
	事業区分
	事業費
	補助金

	畜産コンサルタント事業
	９９８
	９９８

	家畜登録事業
	３，０３０
	１，２１０

	畜産展示会等事業
	１，１２０
	５６０

	畜産振興計画推進事業
	８８０
	５４０

	家畜・家禽及び畜産物流通対策事業
	８８０
	８８０

	総括事務費
	４３０
	４３０

	地域畜産振興事業
	３，３８０
	２，９８９

	獣医技術開発事業
	５２０
	５２０

	家畜人工授精技術開発事業
	５１２
	２５６

	合　　計
	１１，７５０
	８，３８３


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	8,383
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,383

	要求額
	8,383
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,383

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	畜産経営の健全な発展と県民に安全な畜産物を安定的に供給を図ることを目標とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	畜産ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ設置数
	0
（S30）
	7
（H7）
	6
（H17）
	6
（H24）
	6
（H27）
	100％


	
	（H ）
	（H ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・畜産コンサルタント団（６名）を設置

市　・市町村、農協等の畜産技術者を対象にした経営指導研修会を開催

・家畜登録のための個別指導

・家畜登録研修会及び家畜改良協議会を開催

・岐阜県畜産共進会の開催

・経営技術スキルアップセミナーの開催

・畜産物価格等情報の農家への提供

・料理講習会開催や鶏肉鶏卵料理等のレシピ等配布
・地域畜産振興会、岐阜県獣医師会、岐阜県家畜人工授精師協会の事業に対して支援


（平成24年度の成果）

	県行政の補完的立場で、民間畜産指導体制の中核となって各種団体の指導、連携を図り、また、民間技術者を動員活用し、畜産農家等の指導を推進した。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○
	県行政の補完的立場で、民間畜産指導体制の中核となって各種団体の指導、連携を図り、畜産農家等の指導を推進するためにも必要。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある

	（評価）

　　○
	畜産農家等への指導、各種情報提供、ＰＲ事業により、農家の経営改善に寄与している。



	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　　○

	県行政と畜産関係団体との連携した指導を実施



（今後の課題）

	岐阜県畜産協会は、会員からの会費と出資金果実、国・県からの補助金等によって
運営されているが、近年は助成金が減少しており、運営資金がひっ迫している。


（次年度の方向性）
	引き続き、県行政の補完的立場で、民間畜産指導体制の中核となって各種団体の指導、連携を図り、また、民間技術者を動員活用し、畜産農家等の指導を推進する。


